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令和 5年 1月 25日 
 

インフルエンザ報告数が注意報レベルを超過 

～京都府におけるインフルエンザの流行状況について～ 
 

■１月 16～22日の感染症発生動向調査において、京都府のインフルエンザ定点報告

数が注意報の基準である 10を上回り、流行が注意報レベルになりました。 

■今後の流行拡大が予想されますので、府民に対し、咳エチケットや手洗いの励行等

の予防啓発を含めた注意喚起を行っていただきますようお願いいたします。 

 

１ インフルエンザの発生状況 

 

・府内の定点当たり報告数が２０２３年第３週（１月 16 日～１月 22 日）に 15.31

に達し注意報レベルを超過 

・地域別では、乙訓（13.71）、山城北（13.80）、中丹西（10.60）、京都市（20.75）

が注意報レベルを超過 

・府内での学級閉鎖等があった学校数は、延べ 42校（１月 16日～１月 22日） 

・インフルエンザの注意報レベルの超過は、令和元年第 50週（12月９日～12月 

15日）以来、約３年ぶり 

＊定点当たり数値：１週間の１定点医療機関当たり患者報告数（京都府の定点医療機関は 125箇所） 

＊流行の目安：１定点当たり患者報告数が１を超過したとき 

＊注意報の基準：１定点当たり患者報告数が 10を超過したとき 

＊警報の基準：１定点当たり患者報告数が 30 を超過したとき 

 

○地域別発生状況 

 乙訓 山城北 山城南 南丹 中丹西 中丹東 丹後 京都市 

定点あたり 13.71 13.80 3.00 4.78 10.60 4.38 2.83 20.75 

レベル 注意報 注意報 流行 流行 注意報 流行 流行 注意報 

 

  

第48週 第49週 第50週 第51週 第52週 第１週 第２週 第３週

11/28～12/4 12/5～12/11 12/12～12/18 12/19～12/25 12/26～1/1 1/2～1/8 1/9～1/15 1/16～1/22

京都府 0.49 0.41 0.57 1.48 1.84 5.45 9.6 15.31

全国 0.13 0.25 0.53 1.24 2.05 4.73 7.37 9.59

京都府 0.03 0.02 0.02 0.08 0.02 0.03 0.07 0.02

全国 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

京都府 0.00 0.00 0.03 0.00 0.10 0.06 0.05 0.11

全国 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01

京都府 2.79 6.52 12.34 17.19 19.6 13.17 16.75 16.65

全国 5.52 9.52 15.62 21.22 23.24 13.93 18.33 16.73

京都府 0.57 0.62 1.05 3.79 7.52 14.72 35.50 51.17

全国 0.93 1.70 3.35 8.05 11.17 16.30 38.54 53.91

京都府 0.96 2.02 4.97 9.01 14.81 13.82 22.32 43.67

全国 2.58 4.06 7.40 12.87 17.88 16.31 26.44 51.93

は注意報発令 （日付は、令和4年度のもの）

令和元年度

平成30年度

令和4年度

令和3年度

令和2年度

平成29年度

 

（次頁あり） 



 

２．電話相談窓口について 

 【京都府】 

  きょうと新型コロナ医療相談センター 

電話番号：075-414-5487（365日 24時間、京都府・京都市共通） 

  ※発熱症状等、新型コロナウイルス感染症との区別がつかないため、発熱等の症

状に関しては、上記の電話相談窓口又はかかりつけ医等の身近な医療機関に御

相談ください。 

 

 【厚生労働省】 

  感染症・予防接種相談窓口 

  電話番号：050-3818-2242（午前 9時～午後 5時 ※土日祝、年末年始除く） 

 

 

 

 今後、京都府全域で流行が拡大すると考えられますので、次のような予防対策を

行いましょう。 

○外出後等の手洗いを励行する。 

 ○咳・くしゃみが出る時は、他の人にうつさないためにマスクを着用し、「咳エチ

ケット」に努める。 

 ○鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨て、手のひらで咳やくしゃ

みを受け止めた時はすぐに手を洗う。 

 ○加湿器等を利用し、部屋の湿度を 50～60％に保つ。 

 ○過労や睡眠不足を避け、十分な栄養と休養をとる。 

 ○インフルエンザワクチンの予防接種を行う。 

  ※６５歳以上の方などの定期接種対象者で、接種を希望される方は早めの接種を

行いましょう。 

 

 また、新型コロナウイルスとの同時流行により、発熱外来の予約が取りづらくなる

可能性があります。発熱などの体調不良時に備えて、早めに新型コロナウイルス抗原

定性検査キットや解熱鎮痛薬を購入しておきましょう。 

 

 

【本報道発表に関するお問合せ】 

 健康福祉部健康対策課 参事 谷内    電話 075-414-4760 

 

    

府民の皆さまへお願い 


